
 

                                                                                               

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 最近の広域内のニュースから 
 

   
 

                                       

    

★ 創刊号に寄せて 

上田市多面的機能広域協定運営委員会  

     会 長  小林 徳雄  

  上田水土里会にご参加の組織の皆さま、上田地域の「農業」や「美しい農山村」をまもるために

日々ご活躍いただき、ありがとうございます。 

  今回、本年度の事業活動計画により「上田水土里会だより」が創刊の運びとなりました。 コロナ 

 ウイルス感染防止のために、活動を自粛したり見直しが迫られたりと、ご苦労されていると思います 

 今後も各組織の地域におきまして、農業を守るためにご活躍することをお祈り申し上げ、創刊にあ

たってのご挨拶といたします。 

 

★ 上田水土里会事務局として 

 一般社団法人農業振興整備ネットワークうえだ  

理事長  坂田 忠則  

上田水土里会が発足して 5 年目となり、現在参加組織数も 62 となりましたが、コロナ過で組織間

の交流や一同に集まっての総会も開催できずにおりました。 

この度創刊となった広報誌では、様々な情報を皆様にお伝えしてくこととしておりますので、掲載

内容等についての感想やご意見・ご要望などもお寄せいただければ幸いです。 

★ 上田市担当より 

  皆さま、こんにちは。 広域協定事務局の上田市担当、丸山です。    

  このコーナーでは、多面的機能支払交付金に関することを中心に、    

  皆さまにお知らせしたい情報を上田市担当が交代で紹介してまいります。 

  

○ 全国ため池フォーラム         

   広域協定からも沢山の方にお申込みいただいた「ため池フォーラム信州 in 上田」を 11 月 10 日 

   ～11 日に開催します。コロナ禍で２年延期になりましたが、待ちに待った全国大会です。  

  土地改良課では左岸担当を中心に準備が大詰めを迎えています。  

  上田市のため池の素晴らしさを発信する絶好の機会ですので、関係者全員、気を引き締めて 

取り組んでいます。        

  当日の様子は次号で紹介しますので楽しみにお待ちください。  

   

○ 広域協定後期出前相談会      

   今回は、すべての相談会に上田市担当が出席します。３年ぶりの本格開催ですので、私もしっ

かり準備をして望みます。どんなことでも結構ですので、皆さまの率直なご意見をお聞かせくださ

い。 

★ 広域協定先進地視察及び研修会の受け入れ 

(1)  実施済 

５月 ２７日  静岡県農地保全課  4 名ご来訪 

７月 １５日  静岡県静岡市の勉強会に出席 (丸山 ・ 依田) 

２６日  栃木県宇都宮市経済部農業企画課  4 名ご来訪 

９月  ８日  静岡県 市・町担当者、土地改良区担当者 19 名ご来訪 

  ～ ９日 

 

(2)  今後の予定  

11 月 14 日 岐阜県安八町 「あんぱち環境保全広域組織  19 名ご来訪予定    

塩田平の雨乞い行事

が 9月 24 日に舌喰池

で開催されました。 

塩田平の雨乞い行

事に続き大花火大

会も開催され 400

発の花火が夜空を

飾りました 

９月中旬、塩田平にコウノトリが飛来し

ました。千葉県で生まれた「はく」という

雄の鳥です。来年も飛来して来ること

を願っています。 

      上田市多面的機能広域協定運営委員会      
令和 4 年 

11 月 1 日発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

★ 事務局情報 

(1) 人の動き 

・理事会総会において人事異動がありました。塚田理事長が退任し、後任に坂田副理事長        

が就任、後任に浅川博幸理事(富士山水土里会)が副理事長に就任しました。  

     ・芦田 昌貴さんを 7 月 1 日付で施設の長寿命化担当に採用しました。 

(2)  事業活動方針項目の動き 

〇R4 の事業活動方針項目 

・活動支援体制づくり  一次集約報告 3 項目について 

・ヒヤリ・ハット事例の共有化  1 件 

     上記２件名については、11 月 8 日から後期出前相談会に資料提供をいたします。 

(3) 編集後記 

    広報誌「上田水土里会だより」創刊号の発行にあたり、広域協定運営委員会 小林会長を 

はじめ、関係各位からの情報をいただき予定どおり発行することができました。 

事務局一同お礼申し上げます。 

    今後も定期的(年間 2 回)に計画しますが、次回の参考にするため内容、情報種類等の意 

見・要望をお寄せください。 

★ 広域協定新規加入組織の紹介  ～ 御岳堂水土里会 ～  

                                          

                                                            会 長  金 井 章 二 

 

 御嶽堂水土里会は本年 5 月に設立総会を開催し発足しました。構成印数は 187 名。対象面積は 

４，６７８ａです。当地域には４つの集落があり、それぞれ独立した活動をしてきました。 

 

 当水土里会においても各集落が主体の活動になります。 地理的には木曾義仲挙兵の地で知ら

れる御嶽堂地籍で、依田川左岸に位置し、千曲ビューラインより南側のエリアになります。主に水田

で畑地は僅かですが、今後畑地も対象にしていきたいと思っています。 

 

 当地も農家の高齢化が進み、今後水田の維持管理が困難になることが予想されますが今回の水

土里会の発足を契機に構成員の皆様と協力して農用地、水路、農道等の地域資源および農村環境

の保全に力を注いでいきたいと思います。 

                                            

 

★ 広域協定新規加入組織の紹介 ～ 上室賀水土里会 ～ 

                                              会 長  白 鳥   公  

 上室賀地区は、四つの集落、世帯数 180 戸、水土里会構成員数は地区外者を含め１８３名で構成 

されています。 今年度の対象農地は、水田のみとし面積は約３３ヘクタールです。 

 水土里会の発足にあたり、昨年 4 月自治会組織である土木委員会で研究会を立ち上げ上田市、

ネットワークうえだ、隣接の下室賀水土里会の協力を得て方向性を確認しました。 

 発足にあたり、ネックは会長他の役員構成でした。そのために歴代の自治会長経験者の会議を開

き役員の選任を行いました。 

 10 月に正副自治会長、正副土木委員長、水土里会役員 4 名、計 8 名により上室賀水土里会設立

準備委員会を立ち上げ本年 4 月の設立総会に向け準備を整えました。 

 暗中模索の中、ネットワークうえだには、数回訪問しアドバイスをいただき、4 月２４日設立にこぎつ

けました。 上室賀には、二つの集落において中山間事業が行われており他地区の水土里会とは様

相が異なっています。 

 発足して半年余り、まだまだ地に足がついていませんが、来年に向けての地固めの年と考えており

ます。 どうぞよろしくお願い致します。 

 役員構成  会    長 : 白鳥 公   副会長 : 西澤留男 ・ 近藤健一 

         事務局長 : 西澤勝仁   会  計 : 内山幸夫 

★ 広域協定運営委員会役員会等の開催結果と主な議事内容について 

1 令和年度 第 1 回 新旧合同役員会の開催 

・日時 : 令和 4 年 7 月 20 日(水)  13:30～16:00 会場 : 豊殿地域自治センター多目的ホール 

   ・会議次第 : 新会長あいさつ  ネットワーク上田理事長あいさつ 自己紹介 議事 意見交換 

   ・議事内容 : (1)報告事項・・・事業報告、総会(書面決議)報告、意見要望書報告、  

前期相談会結果報告  

 : (2)6 号議案～9 号議案の今後の進め方、事業活動方針の進め方 

            : (3)予算及び財務状況  

 : (4)運営業務委託契約 

            : (5)保険の継続加入状況 

             : (6)交付金追加要望に対する審議 

2  臨時役員会の開催 

・日時 : 令和４年９月７日(水)  13:30～15:30  会場 : JA 殿城店 2 階会議室 

・審議事項 (1) 農地維持・共同分・・・追加交付額が交付額の 10%超える場合に対する審議 

        (2) 長寿命化分・・・・・・・・追加交付額が 100 万円を超える場合に対する審議 

・議事 広域協定「第 2 期目」に関する項目・・・運営委員会関連協定書・細則等改定準備 

     新長寿命化 5 ヶ年計画の作成  広域対象地の取り扱い 


